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　かつては，がんに対して有効な治療はごく限られており，小児がんは「不治の病」のイメージを

もたれていました．1948年に白血病が代謝拮抗薬アミノプテリンで寛解に至ることが報告されて以

降，がんに対する化学療法は大きな発展を遂げ，国内外の治療研究グループの臨床試験の積み重ね

による集学的治療の進歩の結果，現在では小児がんの多くで70%を超える長期生存率が達成されて

います．しかし，依然として再発・難治の患者は一定の割合でおり，小児の各年代の死因には悪性

新生物が上位を占めています．一方で，原疾患の治癒を達成した小児がん経験者でも，晩期合併症

により生活の質が制限され得ることが顕在化しており，小児がんの治療においては，再発率の低下

と晩期合併症の最小化，という両立する課題が残されています．

　また，思春期・若年成人（AYA世代）のがんに対する治療開発や支援体制の整備が遅れているこ

とにようやく注目が集まり，この年代に特有の疾患に対する治療開発や社会的課題の解決に向けた

取り組みが始まっています．小児がん・AYA世代がんは，社会的にも重要視されており，がん対策

推進基本計画でも，優先して対応すべきがんとして取り上げられてきました．

　本特集では，小児・AYA世代がんの現状を共有し，将来展望を知っていただくことを目的として

おります．構成は大きく三部に分かれており，第Ⅰ部では小児およびAYA世代のがんに対する横断

的なテーマとして，診断体制の進歩や新たな治療モダリティ，さらには社会的な課題について取り

上げました．小児がんはまれな疾患が多く，日本全国で発生するために，単施設のみでは対応に苦

慮することも多いです．日本全国の小児・AYA世代がんの診療施設が，どのように連携し，体制の

整備を行ってきたか，残された課題は何か，まとめていただいています．

　また，小児・AYA世代がんは多様な疾患の集合であり，造血器腫瘍と固形腫瘍がおおよそ半分ず

つとなっています．第Ⅱ部で造血器腫瘍を，第Ⅲ部では固形腫瘍をまとめています．それぞれの疾

患の概要や，現在の治療に至るまでの背景，将来展開などを中心に執筆をいただきました．いずれ

の項目でも，「現在の標準治療」をただ記載するのではなく，疾患の「背景」や「歴史」，「未来」を

記載いただき，技術や視点の変遷もあわせて執筆いただきました．

　いずれの項目も，第一線で活躍中の専門医にご執筆をいただきました．小児がん・AYA世代がん

を専門にされている若手の先生方の入門書としても役立つだけでなく，非専門家の小児科医のみな

さまにもこの分野の「面白さ」と「これからの展望」に触れていただき，興味をもっていただくきっ

かけになればとても嬉しく思います．あらためて，ご執筆いただいた先生方および企画に携わって

くださった皆さまに感謝申し上げます．
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